
平
成
14
年
か
ら
つ
づ
い
て
き

ま
し
た
お
た
よ
り
が
今
年
の
４
月

号
か
ら
心
機
一

転
構
成
を
か
え

て
発
行
致
し
ま

す
の
で
、
ひ
き

つ
づ
い
て
の
一

読
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

久
し
ぶ
り
の

大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
今
年
の
冬
も

雪
解
け
が
進
み
、
妙
高
山
の
中
腹

に
跳
ね
馬
が
現
れ
た
こ
と
か
ら
、

春
の
農
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。 

        

 

春
一
番
の
作
業
は
圃

場
の
畔
塗
り
で
す
。
昔
は
、

鍬
・
ス
コ
ỿ
プ
を
使
い
手

作
業
で
圃
場
の
畔
塗
り

を
行
ỵ
て
い
ま
し
た
の

で
、
大
変
な
作
業
で
し
た

が
、
今
で
は
ト
ラ
ク
タ
ổ
に
ア
ダ

プ
タ
ổ
を
付
け
行
え
る
よ
う
に
な

ỵ
た
の
で
、
能
率
も
上
が
り
作
業

が
大
変
楽
に
な
り
ま
し
た
。 

          

昔
か
ら
、
美
味
し
い
と
言
わ
れ

て
き
た
お
米
の
産
地
の
土
壌
・
水

に
は
天
然
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、

14
年
前
か
ら
二
酸
化
珪
素
、
酸

化
ア
ル
ミ
、
酸
化
鉄
、
カ
ル
シ
ウ

ム
等

６６
種
以
上
の
天
然
ミ
ネ
ラ

ル
を
多
く
含
ん
だ
土
壌
改
良
材
を

圃
場
に
す
き
込
み
、
更
に
10
年

前
か
ら
北
海
道
富
良
野
の
原
石
山

か
ら
生
産
さ
れ
た
ケ
イ
酸
、
鉄
、

マ
ン
ガ
ン
、
ホ
ウ
素
等
豊
富
な
ミ

ネ
ラ
ル
肥
料
も
使
い
、
今
年
も
美

味
し
い
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。 

詳
細
は
お
米
の
発
送
時
に
入
れ
て

あ
り
ま
す
∘
⇝
⇢
≜
≊
≣
≥
米
ↁ

パ
ン
フ
レ
ỿ
ト
を
参
照
く
だ
さ
い 

 

を
ご
覧
下
さ
い
。 

                  

 
 

 

        

当
農
園
で
は
、
収
穫
の
終
え
た

昨
年
の
秋
か
ら
春
の
耕
耘
前
に
、

籾
殻
燻
炭
、
米
糠
、
元
気
ゆ
う
き

君
、
ケ
イ
酸
エ
ổ
ス
、
前
述
の
ミ

ネ
グ
リ
ổ
ン
、
及
び
マ
イ
ン
マ
グ

C
等
の
土
壌
改
良
材
・
肥
料
を

ト
ラ
ク
タ
ổ
で
圃
場
に
す
き
込
み

ま
し
た
。 

           

こ
の
作
業
も
以
前
は
、
全
て
人

力
・
手
作
業
で
行
ỵ
て
い
ま
し
た

の
で
、大
変
な
重
労
働
で
し
た
が
、

ト
ラ
ク
タ
ổ
で
行
う
よ
う
に
な
ỵ

て
か
ら
は
、
圃
場
に
均
等
に
効
率

よ
く
す
き
込
み
が
で
き
、
楽
に
な

り
ま
し
た
。 

 

    
 

        

四
月
三
日
に
播
い
た
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
苗
も
ビ
ニ
ổ
ル
ハ
ウ
ス
内
で
順

調
に
生
育
し
現
在
で
は
約

１０
㎝

ま
で
伸
び
五
月
十
日
か
ら
の
田
植

え
に
は
十
分
間
に
合
う
よ
う
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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